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はじめに
　21世紀は「環境の時代」あるいは「予防医学の
時代」とも言われていますが，現世代ではなく未
来世代を基準とした持続可能な社会を創造するた
めには，未来世代が健康で安心して暮らせる環境
が必須条件といえます。近年，サステイナブル
（持続可能）な社会の実現が求められ，特に，「環
境」と「健康」に関する医科学をベースとした専
門知識へのニーズも高まっており，本学大学院医
学薬学府修士課程医科学専攻においても平成19年
度に「サステイナブル環境健康科学（未来世代の
ための環境健康科学）」と題する集中講義形式の
カリキュラムが新たに編成されました。この講義
では，未来世代を基準とした環境要因由来の疾病
対策としての環境改善型予防医学を発展させると
ともに，「サステイナブル環境健康科学」の社会
への普及とサステイナブル環境健康科学領域で活
躍する人材の育成を目的としています。
　平成20年度は，文部科学省が取り組む「社会人
の学び直し支援プログラム」の支援を得て，“サ
ステイナブル環境健康科学”の集中講義が国立台
湾大学公共衛生学院（College of Public Health, 
National Taiwan University: 台北）において共
同開催されました（写真 1）。世界各国の公衆衛
生学，予防医学に取り組む主な大学ではすでに
“サステイナビリティ”に関する学術領域が体系
化されつつありますが，国立台湾大学公共衛生学
院においてもサステイナビリティ学の学術体系化
が積極的に取り組まれていることから，今年度，
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写真 1　サステイナブル環境健康科学
（集中講義）参加者
24 中　岡　宏　子・他
修士・博士課程学生を対象とした集中講義を千葉
大学と共催で開講するに至りました。
　以下に今回の集中講義の内容と台湾でのサステ
イナブル環境健康科学の現状についてご紹介しま
す。
サステイナブル環境健康科学集中講義の内容
　平成20年10月24日（金）に国立台湾大学公共衛
生学院において千葉大学と国立台湾大学のサステ
イナブル環境健康科学集中講義が共同開催されま
した。本学からは，講師として公衆衛生学教室の
羽田　明教授，環境生命医学教室の森　千里教
授，環境健康フィールド科学センターの戸髙恵美
子助教の 3名が参加しました。また，本学医学薬
学府修士課程大学院生の大本悠太氏，博士課程社
会人大学院生の持田陽司氏および中岡の 3名の学
生と環境健康フィールド科学センターの松野義晴
講師が受講しました。
　講義スケジュールは表 1のとおりです。本学関
係者が担当する講義では，本学において取り組む
サステイナブル健康科学の現状と化学物質曝露に
表 1  サステイナブル講義スケジュール
2008 Taiwan-Japan Intensive Course of Sustainable Health Sciences-
Cooperation between National Taiwan University and Chiba University
Friday, Oct.24, 2008
●Venue:
　Room 215, College of Public Health, National Taiwan University, Taiwan
●Program
09 : 00 - 09 : 15 Greetings
Dean Tung-Liang Chiang, College of Public Health, National Taiwan University, Taiwan
09 : 15 - 10 : 00 Background and Future Direction of Sustainable Health Science
 Prof. Chisato Mori and Assist. Prof. Emiko Todaka
Department of Bioenvironmental Medicine, Graduate School of Medicine and Center for 
Environment, Health and Field Sciences, Chiba University, Japan
10 : 00 - 10 : 40 Public Health in Taiwan
Prof. Chang-Chuan Chan, International Health Center, College of Public Health, National Taiwan 
University, Taiwan
10 : 40 - 11 : 00 Coﬀee Break
11 : 00 - 12 : 00 Public Health in U.S.A.
Prof. William A. Toscano, Environmental Health Sciences, School of Public Health, The 
University of Minnesota, U.S.A.
12 : 00 - 13 : 30 Lunch
13 : 30 - 14 : 10 Environment Epidemiology of Atopic Diseases
Prof. Yue-Liang Guo, Environmental and Occupational Medicine, National Taiwan University & 
NTU Hospital, Taiwan
14 : 10 - 14 : 50 Public Health in Japan
Prof. Akira Hata, Department of Public Health, Graduate School of Medicine, Chiba University, 
Japan
14 : 50 - 15 : 00 Coﬀee Break
15 : 00 - 15 : 30 Trends and Challenges in Food Analysis
Assoc. Prof. Chia-Yang Chen, Institute of Environmental Health, College of Public-Health, 
National Taiwan University, Taiwan
15 : 30 - 16 : 00 Proposition of Risk-Based Recommended Exposure Limits at Workplaces in Taiwan
Assoc. Prof. Kuen-Yuh Wu, Institute of Occupational Medicine and Industrial Hygiene, College 
of Public Health, National Taiwan University, Taiwan
16 : 00 - 17 : 00 Group Discussion
17 : 00 - 17 : 15 Closing Remark
Prof. Jia-Ming, Lin, Institute of Environmental Health, College of Public-Health, National Taiwan 
University, Taiwan 
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よるヒトへの影響について森先生から，続いて戸
高先生から柏の葉キャンパスにおける“ケミレス
タウン・プロジェクト”の研究成果についての講
義がありました。
　公衆衛生学教室の羽田先生の講義は先進諸国の
中で日本は高い喫煙率であること，その喫煙の影
響に関する公衆衛生学的知見，また遺伝（ゲノム）
情報による個別化医療の必要性についての講義で
した。
　台湾大学からは，Chang-Chuan Chan教授が
台湾における公衆衛生学の歴史，教育の現状と
そのシステムについて説明をされました。 また，
Yue-Liang Guo教授から，台湾における気管支喘
息，アレルギー性鼻炎およびアトピー性湿疹の現
状，環境疫学についての講義がありました。その
後，Chia-Yang Chen副教授から，食の安全性に
関する知見と食品分析方法の最新の動向につい
て，Kuen-Yuh Wu副教授から台湾における作業
領域での安全な曝露指針の提案と題し，労働環境
におけるリスクアセスメントについての講義があ
りました。各講義内容に対して，受講者から多く
の質問が寄せられ，活発な意見交換が行なわれま
した。
　また，特別講義として米国ミネソタ大学の
William Toscano教授から「サステイナビリテイ
学：米国における公衆衛生学」というタイトル
で，今もなお米国において問題となっている，“た
ばこ”，“心臓病”，“糖尿病”，“癌”に関する見解
について講義がありました。特に，サステイナビ
リティに関する様々な知見のなかで，結論とし
て米国先住民族の言葉を引用し，“In Our Every 
Deliberation, We Must Consider Impact of Our 
Decisions on the next Seven Generations（我々
は 7世代先の子孫の影響を考えて全てのことを決
定しなければならない）”とおっしゃいましたが，
それは受講者全員の心に深く残るものとなりまし
た（写真 2）。
集中講義参加学生の情報交換
　今回の集中講義プログラムの最後に大学院生に
よるグループ討論の時間が設けられ，両国の参加
学生が自己の研究紹介と講義に対する討論を行い
ました。本学の博士課程学生も英語によるスピー
チを行ない，それぞれの研究内容について述べた
ところ，プログラムが終了した後も詳細な説明を
求められ，意見交換ができたことは共同開催した
今回の集中講義の成功を裏付けるものであったと
思います。
台湾における小学校課程でのサステイナビリティ
の取り組み
　集中講義日の前日（23日）に，台湾教育省（文
部科学省）を訪れ，台湾の教育現場でのサステ
イナビリティへの取り組みについて伺いました。
台湾では，小学校から“環境”と“健康”につ
いての問題に積極的に取り組み，特に“学校単
位”で校舎内外においてのサステイナブルな環
境・空間創造と環境教育についての活動に取り組
んでいるとの説明がありました。台湾教育省の
ご好意からその現状を見学する機会を得て，台
北市南部に位置する台北縣深坑國生学校（Taipei 
County Shenkeng Elementary School）を訪れま
した。この学校には，これまでに世界20カ国以上
からサステイナビリティに興味と関心のある教育
関係者が見学に訪れているとのことです。この学
校では，常に消費水光熱量や太陽光発電量等がリ
アルタイムで表示されており，CO2削減等の地球
温暖化対策についての教育活動が日常的に行なわ
れています。台湾では小中学校に限らず，高等教
育機関においてもサステイナビリティについて
写真 2　特別講演　ミネソタ大学
　  　William Toscano教授
26 中　岡　宏　子・他
の取り組みが行なわれているとのことで，台北
の国立台湾師範大学（National Taiwan Normal 
University）でグリーンルーフ（屋上緑化）や循
環型庭園，エコポンド（池）の見学をしましたが，
この大学の学生や教員の環境やサステイナビリ
ティに対する真摯な姿勢には大変感銘を受けまし
た。このように台湾ではサステイナブル環境健康
科学の礎を，小学校の義務教育から高等教育であ
る大学においても取り組んでいる現状を知り，日
本においてもサステイナブル環境健康科学をさら
に普及・啓発していく必要性を痛感しました。
今後のサステナ講義のミネソタ大学との共同開催
　今回のサステイナブル環境健康科学集中講義の
共同開催は，参加した日本と台湾の学生にとって
国際交流を含め，大変実りのあるものになったよ
うに思えます。また，今回特別講演をいただいた
米国ミネソタ大学のトスカーノ教授から，来年度
の集中講義を米国ミネアポリスにて開催する提案
も寄せられました。この試みが実現すれば，将来
的に千葉大学，台湾大学，ミネソタ大学での修士
課程カリキュラムの“Double Degree”の可能性
が見出されるように感じました。
　なお，本集中講義は，平成20年度文部科学省
「社会人の学び直し支援プログラム」のご支援を
いただきました。また，日台共同開催の申し出を
快くお引き受けいただいた国立台湾大学公共衛生
学院の関係者の皆様ならびに本講義のスケジュー
ル及び教育内容の調整にご尽力をいただきました
Chan教授に深く感謝申し上げます。
